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1．はじめに

地すべり地形分布図（防災科学研究所）は，個々の崩壊や地

すべりの予兆や進行を，全国を網羅する形で判読した非常に有

用なデータベースの一つである。ただし，マップ作成は航空写

真判読に基づくものである。一方，近年では，高精細な DEM が

普及し，地質図などのデータとともに地形・地理情報を GIS 上

でレイヤリングすることが容易になってきた。さらに（土砂災

害）危険渓流の抽出法として，渓流水の電気伝導度などの水文

指標の有効性 1)も指摘されている。これらの情報を重ね合せて

検討することにより，情報が相補され，危険箇所抽出や危険度

評価の確度向上などへ応用できる可能性があると考えられる。

本研究では，そのような一連の検討の手始めに，全国的にみて

も地すべり地形が多く分布する南アルプス付加体堆積岩地域に

おいて，地すべり地形がどのような地形条件や地質要因と関係

付けられるかについて解析を行った。

2．対象地 

対象地は静岡県の大井川流域である。流域面積は 1280 km2。

この地域一帯は四万十帯と呼ばれる地質帯が分布する。今回はこの中でも，三倉層群(面積：268km2，地質年

代：中期始新世～前期漸新世)，犬居層群(面積：254km2，地質年代：後期白亜紀後期～前期漸新世)，寸又川

層群(面積：338km2，地質年代：後期白亜紀)，白根層群(面積：222km2，地質年代：(後期白亜紀)，赤石層群(面

積：30km2，地質年代：前-後期白亜紀)に着目した。この中で，地すべり地形の密度は三倉層群が最も大きく，

寸又川層群が最も小さかった。各地質層群の岩質はメランジュ基質という分類の点で同一であり，地質時代

は三倉層群が新しく，北側に順々に古くなっている。図１は各地質層群の範囲と地すべり箇所の分布を，

10mDEMを元に作成した解析対象地と合わせて示した。 

3．解析方法 

解析には，地すべり地形のデータとして防災科学技術研究が作成した「地すべり地形分布図」，地形量のデ

ータとして 10mDEM，地質データとして産業技術総合研究所地質調査総合センター発行の「20万分の 1日本シ

ームレス地質図」を用いた。なお，地形量として，勾配を GIS ソフト(ArcGIS，Esri社)の解析ツールを用い

て DEMから算出した。 

地すべり地形の勾配については，GIS ソフトで求めた勾配のレイヤーと「地すべり地形分布図」を重ね合

わせ，移動体(ポリゴンデータ)内における平均勾配を各々算出した。さらに，それらの移動体を地質層群ご

とにグループ分けし，各地質層群の移動体の平均勾配頻度分布(データ区間は 0～50 度で，5 度間隔で区分し

た)も求めた。また，今回は移動体の面積にも着目した。これの算出方法は，移動体がポリゴンデータである

図 1 地すべり箇所と解析対象地 
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ため，GISの演算ツールを用いた。 

  

4．結果と考察 

地質層群ごとにグループ分けをし，移動体の

平均勾配の頻度分布を図 2に示した。その結果，

三倉層群と犬居層群は平均勾配が 25～30 度の

移動体が最も多いことが分かった。一方，他の

3層群は平均勾配が 30度～35度の移動体が最も

多いことが分かった。また，層群全体の勾配と

比べて，移動体の平均勾配は小さい値でピーク

を示した。 

地すべり地形の面積については，地質層群ご

とにグループ分けをし，移動体面積の頻度分布

を図 3に示した。その結果，どの地質層群も面積

が小さい移動体が多く分布した（0.1km2以下が 6～9 割）。ただし，三倉層群と犬居層群は面積が小さい移動

体が極端に多いことに対し，他の 3 層群では面積の大きい移動体もある程度存在した(図 4)。ここから移動

体面積の頻度分布は，地質年代によって異なることが示された。 

 

以上のことから，大井川流域の地質層群は分布する地すべり地形の特徴から 2パターンに分けられる。 

① 三倉層群・犬居層群：平均勾配が小さく，面積の小さい地すべり地形が多く分布する。 

② 寸又川層群・白根層群・赤石層群：平均勾配が大きく，面積の小さい地すべり地形が多く密集するが，

面積の大きい地すべり地形も点在する。 

ここで地質年代に着目してみると，①は後期白亜紀よりも後に形成された地質層群であり，②は後期白亜

紀に形成された地質層群である。したがって，形成された地質年代の違いが，地すべり地形の勾配と規模に

影響していると考えられる。 

今回の検討では，地すべり地形分布図に地形量や地質情報を重ね合わせることにより，地すべり地形の特

徴を整理することができた。今後，水文指標やその他の地形情報を用いた検討が課題と考えられる。それに

より，地すべり地形分布図では見落とされている潜在的な危険箇所を抽出する手法検討を進めることが重要

と考えられる。 
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図 2 移動体の平均勾配頻度分布 

図 3 移動体の面積頻度分布 図 4 面積が 0.5(km2)以上の面積頻度分布 
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